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耕
土
耕
心

同
窓
会
長　

岩
倉
和
之
介

新
し
い
元
号
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
農

林
大
学
校
の
歴
史
も
百
二
十
周
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
明
治
三
十
三

年
農
事
試
験
場
の
設
立
と
併
せ
て
発
足

し
た
歴
史
は
、
先
輩
諸
兄
の
御
尽
力
を

は
じ
め
同
窓
生
の
活
躍
に
よ
り
、
一
次

産
業
の
礎
を
築
く
基
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ

の
間
、
組
織
上
も
時
代
に
即
し
て

幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
今
日
の
大
学

校
へ
と
改
変
さ
れ
、
こ
の
四
月
か
ら
は

文
部
科
学
省
所
管
の
専
門
職
大
学
へ
の

移
行
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
て
は
農
林
水
産
省
か
ら

所
管
換
え
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
と
一
次
産
業
を
担
う
実
践
的
な

教
育
機
能
が
頓
挫
す
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
は
農

林
業
の
人
づ
く
り
の
方
向
を
踏
ま
え
て
、

①
創
設
の
趣
旨
を
農
林
業
の
人
材
養
成

に
置
く
、
②
教
育
の
目
標
と
さ
れ
る
理

念
を
耕
土
耕
心
と
し
て
引
き
継
ぐ
、
③

加
え
て
実
学
重
視
の
観
点
か
ら
農
林
業

経
営
体
等
で
の
実
務
実
習
を
教
科
の
柱

と
す
る
な
ど
と
し
て
お
り
、
同
窓
会
と

の
絆
は
一
層
深
ま
る
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
国
が
農
林
業
の
動
向
を
示
す

「
年
次
報
告
（
白
書
）」
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
農
林
水
産

物
の
輸
出
額
が
六
年
間
連
続
で
過
去
最

高
額
を
更
新
し
一
兆
円
の
規
模
に
達
す

る
と
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
県
の
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
従

来
か
ら
の
茶
、
柑
橘
に
加
え
メ
ロ
ン
、

イ
チ
ゴ
、
わ
さ
び
、
肉
牛
な
ど
の
業
界

が
東
南
ア
ジ
ア
、
米
国
、
中
東
な
ど
を

見
据
え
て
意
欲
的
な
取
組
を
見
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
林
業
分
野
に
お
い
て
も

全
国
規
模
の
木
材
輸
出
が
中
国
市
場
を

中
心
に
三
百
五
十
億
円
を
超
え
る
な
ど

拡
大
の
方
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
、
自
由
貿
易
の
進
展
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
と
世
界
的
な

人
口
増
加
が
食
市
場
を
急
成
長
さ
せ
る

こ
と
を
予
測
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
農

林
業
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
視
野
を
海
外
に

向
け
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
視
さ
れ

て
き
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
動
向

を
踏
ま
え
新
制
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
呼
応
し
つ
つ
、
学
生
の
国
際
感
覚
の

修
得
に
向
け
た
支
援
活
動
を
引
続
き
展

開
し
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
。

農
林
大
学
校
長　

滝
田
和
明

九
千
六
百
人
と
三
千
八
百
人
。
前
者

は
農
事
試
験
場
で
の
技
術
者
養
成
開
始

以
来
の
、
後
者
は
現
在
の
磐
田
の
地
に

昭
和
五
十
五
年
、
農
林
短
期
大
学
校
が

設
立
さ
れ
て
以
来
の
卒
業
（
修
了
）
者

数
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
者

が
就
農
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
校
が
農
林
業
の
担
い
手
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
た
実
績
と
重
み
の
表
れ
だ
と

思
い
ま
す
。

時
代
の
変
遷
に
伴
い
学
生
の
態
様
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
学

年
に
数
人
だ
っ
た
女
性
は
三
分
の
一
と

な
り
（
女
子
寮
が
足
り
ず
毎
年
頭
を
悩

ま
せ
ま
す
）、
一
割
以
下
だ
っ
た
非
農
家

出
身
者
は
三
分
の
二
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
の
担
い
手
だ
け
で
な
く
人
口
も

減
少
す
る
中
で
は
、
こ
の
傾
向
が
続
く

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
時

は
二
割
を
下
回
っ
た
就
農
率
は
、
近
年
、

雇
用
就
農
の
拡
大
に
よ
り
四
割
ほ
ど
と

「
伝
統
と
飛
躍
」

「
農
大
の
変
化
の
中
で
」
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《
特
集
》　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
新
し
い
大
学
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
」　

《
学
校
の
話
題
》　
　
　
　
　
　

「
農
林
大
学
校
の　
　

　

海
外
派
遣
研
修
の
歩
み
」

な
っ
て
い
ま
す
。
三
十
人
を
超
え
る
養

成
課
程
の
学
生
を
雇
用
就
農
で
受
け
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
る
農
大
は
、
全
国
で

も
本
校
の
ほ
か
愛
知
と
鹿
児
島
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
同
窓
生

の
皆
様
を
中
心
と
し
た
農
業
法
人
等
の

御
活
躍
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
に
耐
え

ま
せ
ん
。

時
代
の
流
れ
は
学
生
だ
け
で
な
く
、
学

校
そ
の
も
の
の
あ
り
方
や
学
習
内
容
も

大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。
試
験
場
で

の
作
目
別
研
修
を
短
期
大
学
校
に
統
合

し
、
更
に
林
業
も
統
合
し
て
現
在
の
姿

に
至
っ
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
日
本

で
最
初
の
農
林
業
分
野
の
専
門
職
大
学

で
あ
る
「
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
」

と
し
て
、
理
論
と
実
践
を
備
え
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た
る
即
戦
力
の
人
材

養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
で
本
校
の
特
色
で
あ
り
、
四
十

年
以
上
も
続
く
優
良
経
営
体
で
の
長
期

研
修
は
、
実
践
力
を
身
に
付
け
る
優
れ

た
機
会
と
し
て
専
門
職
大
学
に
も
引
き

継
が
れ
ま
す
。
受
入
経
営
体
の
御
協
力

を
な
く
し
て
本
校
の
歴
史
を
語
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
同
窓
生

の
皆
様
の
御
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

専
門
職
大
学
学
長
（
予
定
者
） 

鈴
木
滋
彦

時
下
、
ま
す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
九
月
に

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
・
同

短
期
大
学
部
の
設
置
が
文
部
科
学
大
臣

か
ら
許
可
さ
れ
、
全
国
初
の
農
林
業
分

野
の
専
門
職
大
学
が
本
年
四
月
に
開
学

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ

た
り
本
学
の
歴
史
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
、
設
置
の
申
請
に
御
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）
は
、

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
に
県
立

農
事
試
験
場
の
見
習
生
制
度
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
二
十
年
目
に

当
た
り
ま
す
。
農
林
大
学
校
は
そ
の
前

身
か
ら
数
え
て
、
還
暦
を
二
回
重
ね
「
大

還
暦
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
に
新
し
い
制
度

が
動
き
始
め
る
こ
と
に
、
歓
び
と
同
時

に
そ
の
重
み
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
農
林
大
学
校
の
伝
統
と
「
耕

土
耕
心
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
新
し
い
大
学
創

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

専
門
職
大
学
に
な
っ
て
変
わ
る
こ
と

は
、
大
き
く
二
点
あ
り
ま
す
。
一
点
目

は
教
育
体
制
で
す
。
大
学
と
短
期
大
学

の
二
つ
の
大
学
が
新
設
さ
れ
、
卒
業
生

に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
学
卒
、
短
期
大
学
卒

の
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
農
林
大
学
校
で
は
、
養
成
部
で
学
び

研
究
部
に
進
む
「
二
階
建
て
」
の
教
育

体
制
で
し
た
。
新
た
な
制
度
で
は
、
経

営
の
大
規
模
化
や
多
角
化
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
に
、
四
年
間
の
体
系
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
農
林
業
経
営
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
養
成
す
る
四

年
制
と
、
生
産
現
場
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
を
養
成
す
る
二
年
制
の
「
二
本
立

て
」
の
教
育
体
制
と
し
ま
し
た
。
磐
田

の
地
に
、
県
立
大
学
が
二
つ
新
設
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
養
成
す
る
人
材
像
で
す
。

農
林
大
学
校
で
は
「
即
戦
力
」
と
な
る

た
め
の
知
識
や
技
術
の
習
得
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

担
い
手
に
は
「
変
化
へ
の
対
応
力
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
近
年
は
、
I
C
T
や

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
先
端
技
術
の
急
速
な

進
展
や
、
農
産
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
消
費
者
志
向
の
多
様
化
な
ど
、

農
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
新
大
学
で
は
、

理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た
「
高
度
な
実
践

力
」
と
、
専
門
分
野
を
超
え
た
学
習
に

よ
る
「
豊
か
な
創
造
力
」
を
備
え
、
経

営
の
中
核
を
担
う
人
物
、
農
林
業
現
場

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
人
物
を
養
成
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
職
大
学
の
制
度
は
昨
年
（
二
○

一
九
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
生
ま
れ
た
て

の
制
度
で
あ
り
、
更
に
農
林
業
系
で
は

全
国
初
と
な
る
試
み
で
す
。
同
窓
会
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
皆
様
の
御

指
導
、
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
務
課
養
成
班
長　

栗
山
和
直

校
舎
に
専
門
職
大
学
へ
の
移
行
に
向

け
た
改
修
工
事
の
音
が
響
き
、
台
風
の

進
路
が
気
に
な
る
そ
ん
な
時
期
、
今
年

度
の
海
外
派
遣
研
修
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
二
位
の
農
産
物
輸
出
国
で
先
進

的
な
施
設
園
芸
が
注
目
さ
れ
る
オ
ラ
ン

ダ
と
、
経
済
成
長
が
著
し
い
ア
ジ
ア
圏

で
日
本
と
の
関
わ
り
の
深
い
台
湾
。
こ

こ
数
年
は
、
こ
の
二
か
国
へ
の
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
オ
ラ
ン
ダ

研
修
（
九
月
二
十
一
日
〜
三
十
日
）
に

二
十
七
名
、
台
湾
研
修
（
九
月
二
十
四

日
〜
十
月
一
日
）
に
十
一
名
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

我
が
校
の
国
際
交
流
が
本
格
化
し
た
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「
森
を
守
る
林
業
を

暮
ら
し
に
活
か
す
」

《
支
部
だ
よ
り
》　
　
　
　
　
　

「
雑
感
」

の
は
、
平
成
十
六
年
の
浜
名
湖
花
博
を

契
機
に
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ

レ
ッ
ジ
と
教
育
提
携
姉
妹
校
協
定
を
結

ん
で
か
ら
で
す
。
平
成
十
八
年
か
ら
は
、

研
究
課
程
の
学
生
を
主
体
に
ア
ジ
ア
へ

の
派
遣
研
修
も
始
ま
り
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
の
研
修
は
、
毎
年
十
名

前
後
の
参
加
で
し
た
が
、
ウ
ェ
ラ
ン
ト

カ
レ
ッ
ジ
学
生
宅
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

も
経
験
で
き
、
そ
の
学
生
た
ち
が
当
校

を
訪
問
す
る
な
ど
深
い
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
人
数
の
増
加
や
ウ
ェ
ラ

ン
ト
校
の
訪
日
研
修
が
中
止
に
な
っ
た

の
に
伴
い
、
視
察
を
主
体
と
し
た
派
遣

研
修
へ
と
形
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
大

規
模
で
効
率
化
し
た
農
業
経
営
体
や
先

進
的
な
技
術
開
発
を
行
う
関
連
企
業
を

数
多
く
、
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
ウ
ェ
ラ
ン
ト
カ

レ
ッ
ジ
の
学
生
二
名
が
、
県
内
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、
当
校

と
の
交
流
の
新
た
な
機
会
も
で
き
ま
し

た
。同

窓
会
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆
様
の

御
支
援
を
受
け
、
海
外
派
遣
研
修
に
は
、

今
ま
で
多
く
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
へ
は
二
百
六
十
四
名
の
学
生

が
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
（
タ
イ
、
韓
国
、

台
湾
な
ど
）
へ
は
百
三
十
五
名
の
学
生

が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
多
く
が
、
日
本
の
農
業
と
の

違
い
や
、
海
外
の
歴
史
・
文
化
・
景
観
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
々
と
の
交
流
な
ど

に
面
白
み
を
感
じ
、
中
に
は
卒
業
後
、

海
外
農
業
研
修
に
参
加
す
る
学
生
も
い

ま
す
。

農
林
大
学
校
と
し
て
の
海
外
派
遣
研

修
は
、
本
年
度
を
も
っ
て
最
後
と
な
り

ま
す
が
、
新
た
な
専
門
職
大
学
で
も
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
学
生

に
海
外
の
農
業
・
文
化
に
触
れ
る
機
会

が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

静
岡
県
指
導
林
家　

安
池
勘
司

【
平
七
農
林
短
卒
】

初
め
て
植
林
し
た
の
が
平
成
七
年
。
あ

れ
か
ら
二
十
四
年
も
経
っ
た
の
か
と
驚
く

ば
か
り
で
す
。
私
が
今
あ
る
の
は
、
当
時

の
静
岡
県
立
農
林
短
期
大
学
校
で
林
家
留

学
を
経
験
し
、
天
竜
の
金
指
氏
と
春
野
町

の
松
下
氏
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
と
て
も
大

き
か
っ
た
で
す
。
金
指
氏
か
ら
は
、
林
業

は
経
営
面
積
で
は
な
く
、
自
ら
描
き
実
践

す
る
こ
と
だ
と
強
く
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
松
下
氏
か
ら
は
、
先
ず
境
界
を
覚
え

る
た
め
に
は
、
数
年
ご
と
に
自
ら
歩
く
こ

と
。
林
業
家
は
常
に
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
の
こ
と
を
考
え
て
、
自
ら
決
断
し
積

極
的
に
参
加
し
な
さ
い
と
優
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
地
域
の
林
業
士
の
仲
間
数

名
と
、
製
材
・
加
工
流
通
・
家
具
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
い
っ
た
方
々
と
連
携
し
、『
し
ず

お
か
都
市
の
木
化
構
想
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
』
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
が
生
産
管
理
を
し
て
い

る
地
域
の
木
材
や
フ
ィ
ー
ル
ド
を
通
し

て
、
快
適
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
デ
ザ

イ
ン
を
積
極
的
に
暮
ら
し
の
中
に
提
案
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
自
身
は
木
材
生
産
や
環

境
整
備
事
業
と
い
っ
た
本
来
の
現
場
の
仕

事
が
ベ
ー
ス
で
す
が
、
様
々
な
分
野
の

方
々
と
関
連
す
る
こ
と
で
、
林
業
と
し
て

様
々
な
企
画
に
参
加
で
き
る
可
能
性
が
拡

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

林
業=

木
を
伐
る
だ
け
、
で
は
な
い

こ
と
を
、
最
前
線
に
い
る
私
た
ち
が
明
確

に
示
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
森
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、

林
業
と
い
う
仕
事
を
通
し
て
、
そ
こ
に
住

む
動
植
物
の
生
活
圏
や
地
域
を
守
る
と
い

う
こ
と
。
生
産
さ
れ
た
木
材
を
有
効
に
暮

ら
し
の
中
に
活
か
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
森
林
や
木

材
の
価
値
を
考
え
る
こ
と
。
若
い
世
代
の

人
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
仕

組
み
を
林
業
の
中
に
も
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
、
何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
、
今

後
も
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

中
遠
支
部
長　

伊
藤
富
次
夫

【
昭
四
十
五
講
習
所
卒
】

私
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
講
習
所
最

後
の
卒
業
生
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
生
は

二
十
三
名
で
静
岡
市
北
安
東
の
地
で
勉

学
に
励
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
後
、
農
業
の
盛
ん
な
袋
井
市
に

奉
職
し
、
平
成
二
十
三
年
に
退
職
、
現

在
は
、
菜
園
作
り
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
地
域
の
誘

い
も
あ
り
、
磐
田
市
自
治
会
連
合
会
豊

浜
地
区
役
員
を
仰
せ
つ
か
り
、
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自

治
会
活
動
も
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
区
内
の
四
自
治
会
の
連

絡
調
整
か
ら
防
犯
、
交
通
安
全
、
防
災
、

福
祉
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
地
域
を
取
り
巻
く
現
状

は
、
昔
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
①
生
活
様
式
や
価
値
観
の
変

化
、
②
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
③

自
治
会
等
の
役
員
へ
の
業
務
負
担
の
増
、

④
市
職
員
や
予
算
の
削
減
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
区
の
将
来
が

と
て
も
不
安
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
自
治
会
の
枠
を
超
え
て
地

域
住
民
や
各
種
団
体
が
連
携
し
て
取
り

組
む
活
動
が
、
今
後
更
に
必
要
な
時
代
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「
担
い
手
育
成
は

　
　
　

永
遠
の
テ
ー
マ
」

《
若
手
会
員
紹
介
》

「
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
地
区
も
、
磐
田
市
の
指
導
を
受
け
、

平
成
二
十
九
年
度
に
「
豊
浜
地
域
づ
く

り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自
治
会
組

織
を
中
心
に
新
た
な
地
区
活
動
を
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
活
動
も
三
年

目
と
な
り
、
順
調
に
歩
み
出
し
た
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
安
心
致
す
と
と
も
に
、

他
地
区
の
模
範
と
な
る
組
織
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
古
希
を
迎
え
る
年
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
地
区
皆
様

の
お
陰
と
感
謝
し
つ
つ
、
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

西
部
支
部
長　

村
上
隆
啓

【
昭
四
十
五
講
習
所
卒
】

私
は
浜
名
湖
北
部
の
細
江
で
、
小
規

模
な
が
ら
、
み
か
ん
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
六
十
歳
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
生

涯
現
役
・
老
夫
婦
が
生
甲
斐
を
感
じ
る

柑
橘
経
営
を
目
指
し
、
就
農
し
ま
し
た
。

量
よ
り
質
を
基
本
に
、
作
業
効
率
を

最
優
先
し
た
木
づ
く
り
・
園
づ
く
り
か

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
段
々
畑
や
急
傾

斜
園
地
以
外
の
み
か
ん
園
全
て
改
植
し

ま
し
た
。
短
期
間
で
改
植
で
き
た
の
は
、

友
人
・
知
人
等
多
く
の
人
の
助
け
が
計

画
的
に
で
き
た
要
因
で
す
。

今
年
は
就
農
十
年
目
、
収
穫
量
が
少

し
ず
つ
増
え
、
目
標
と
し
た
美
味
し
い

み
か
ん
が
数
年
前
か
ら
生
産
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
長
年
努
力
し
て
き
た
成
果

が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
所
属
す
る
J
A
み
か

ん
部
会
は
、
柑
橘
主
体
の
専
業
農
家
が

少
な
く
、
他
作
目
と
の
複
合
経
営
農
家

等
、
多
様
な
農
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
部
会
員
の
高
齢
化
は
、
生
産
量
や

販
売
額
の
維
持
が
難
し
く
、
十
年
後
の

産
地
の
姿
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

行
政
機
関
は
、
J
A
・
部
会
が
策
定

し
た
「
担
い
手
の
育
つ
産
地
づ
く
り
」

を
長
年
に
わ
た
り
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

産
地
の
主
要
課
題
は
解
決
さ
れ
ず
、
産

地
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な

る
ば
か
り
で
す
。

産
地
の
窮
地
を
救
う
の
は
部
会
員
自

身
で
す
。
担
い
手
の
育
つ
環
境
づ
く
り

を
仲
間
と
共
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
人
材
は
、
生
産
組
織
・

農
業
法
人
等
の
維
持
発
展
に
は
不
可
欠

で
す
。
経
営
形
態
に
よ
っ
て
求
め
る
能

力
は
異
な
り
ま
す
が
、
優
秀
な
人
材
育

成
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。

株
式
会
社 

カ
ク
ト
・
ロ
コ

成
島
紘
大
・
大
棟 

圭
・
鈴
木
莉
瀬

【
平
三
十
・
二
十
九
農
林
大
卒
】

農
林
大
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
二
度

目
の
冬
が
来
ま
し
た
。
今
年
度
入
社
し

た
成
島
君
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
自
分
た
ち
も
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
に
な
り
ま
す
。

入
社
後
、
新
入
社
員
が
覚
え
る
こ
と

は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
業
務
内
容

は
も
ち
ろ
ん
、
農
場
で
は
、
多
肉
植
物

だ
け
で
も
五
百
種
以
上
あ
り
、
品
種
の

名
前
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
方
法
も
異
な

る
の
で
、
属
の
性
質
を
理
解
し
て
よ
う
や

く
一
通
り
。
こ
こ
ま
で
で
一
苦
労
の
と
こ

ろ
、
品
種
ご
と
の
水
掛
け
や
防
除
な
ど
を

こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
多
品
種
あ
る
だ
け

で
な
く
、
天
候
や
季
節
、
そ
の
年
に
よ
っ

て
生
育
が
違
っ
た
り
す
る
の
で
、
記
録

し
て
デ
ー
タ
と
し
て
残
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
基
本
中
の
基
本
の
こ
と
で
す
が
、

大
学
校
で
嫌
々
学
ん
で
き
た
座
学
を
真

面
目
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
、
今
更
な

が
ら
に
痛
感
し
て
い
ま
す
。

多
肉
植
物
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
直

営
店
で
店
頭
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

直
営
店
に
は
、
老
若
男
女
、
年
齢
を
問

わ
ず
、
遠
方
か
ら
も
様
々
な
お
客
様
が

来
店
し
ま
す
。
お
客
様
に
は
商
品
や
家

に
あ
る
植
物
の
管
理
に
つ
い
て
、
色
々
な

質
問
を
さ
れ
る
の
で
、
商
品
を
よ
く
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

直
営
店
で
の
接
客
は
、
お
客
様
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
生
産

の
現
場
に
立
っ
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
職
場
は
、

植
物
の
生
産
か
ら
販
売
、
消
費
者
の
意

見
を
直
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
に
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
境
遇
を
大

切
に
、
日
々
進
歩
し
な
が
ら
仕
事
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
大
学
校
で
多
肉
植
物
の

こ
と
を
メ
イ
ン
に
学
ん
で
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
日
々
の
水
掛
け
、
消
毒
、

体
力
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

<

事
務
局
か
ら
の
お
願
い>

住
所
変
更
、
訃
報
等
は
、
各
支
部

長
又
は
支
部
役
員
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。


